
2    目  標  達  成  計  画
事業所名　認知症老人グループホーム柿の木ホーム
作成日：　平成　22　年　1　月　5　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取組み内容

1 （２）

スタッフは、利用者とともにゆとりをもって、地
域の方々との関わり・交流が日常的に確保で
きるよう日々の業務、役割分担の見直しを行
う。

３ か月

2

社会資源の活用
①隣接する「かきのき保育園」訪問、園児との
交流を目的に利用者の「歩く」を支援
②催物・・・スタッフは情報収集に努める。

６ か月

3

③理美容・・・美容院へ外出可能な方のおで
かけ支援
④近隣グループホームとの交流
⑤外食を希望される方への支援 ６ か月

4 か月

5 か月

地域密着サービスの重要項目である地域の
方々との交流に関し
①「受け入れ交流」に甘んじている
②「地域交流の可能性」について取り組みに
欠ける
③年間を通じて見え隠れする感染症のリスク
（外出参加を予定していた他施設の催物も中
止となったケースも多かった。）見せたい・楽し
んで頂けるであろう催物があっても人ごみの
中への外出を控えてしまっている。

「身体を動かし、心を動かす」
地域の一員として交流の機会を少しでも多く
設けることで利用者の心身の活性化・・（気分
転換・喜び・楽しみ）・・を図り、身体機能、日
常生活動作の維持に努めるとともに、地域の
方々には、「柿の木ホーム」に対する理解をよ
り深めて頂く。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合ったものです。
また、課題等は、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具体的な計画を掲げております。

【目標達成計画】　
目標達成に
要する期間


